
雲の平と水晶岳と黒部五郎岳縦走山行記

2018年 7月 31日（火）～ 8月 3日（金）
 ハンブルクの星(L)、非会員 1名

雲の平から水晶岳を望む         雲の平から黒部五郎岳を眺望

2018年の夏山シリーズ第二章はかねてより登りたいと思っていた、雲の平を経て日本百
名山の水晶岳、黒部五郎岳を登頂する山中 3泊 4日の縦走をしたことについての報告。

雲の平は北アルプスの「奥座敷」、「秘境」と称されるだけあって東西南北どの登山口か

らも長いアプローチを強いられるが、今回は折立登山口から 2 日かけてたどり着くという
行程をとった。行程 4 日間とも天候に恵まれて、期待していた雲の平からは全周囲の素晴
らしい眺望を得られ、中でもアラスカ庭園、スイス庭園、アルプス庭園、日本庭園と称さ

れる各庭園の自然の造形は多種の高山植物や池塘の宝庫でもあった。

 雲の平のスイス庭園から望む薬師岳と赤牛岳

今回登頂したのは薬師沢小屋（1泊目）を経て雲の平の祖母岳、祖父岳(2825m)、そして
水晶小屋（2 泊目）を経て水晶岳(2977m)、ワリモ岳(2888m)、鷲羽岳(2924m、鷲羽は 14
年ぶり 2 回目の登頂）、三俣蓮華岳(2841m)、更に黒部五郎小舎（3 泊目）を経て深田久弥



が「青天井の大伽藍」と称したカールが素晴らしい黒部五郎岳(2840m)、そして赤木岳
(2622m)、北ノ俣岳(2661m)の 9座。

 水晶小屋から望む槍ヶ岳の夕焼け雲   水晶小屋から望む水晶岳に沈む夕陽

360度の大展望、水晶岳山頂にて
各山頂からは 360 度の大展望を得られたが、とりわけ水晶岳山頂からは北アルプスの

全座が見渡せているのではと思うくらいの迫力満点の素晴らしい眺望であった。

鷲羽岳山頂にて         鷲羽岳山頂付近の滑落者を救助する救難ヘリ

各小屋ではこれら眺望を堪能しながら生ビールに酔いしれ、夜は満天の星を眺めては大



自然の懐の深さに感じ入った。特に水晶小屋での槍ヶ岳の夕焼けの美しさ、鷲羽岳の滝雲

とのコラボレーションは格別であった。

 黒部五郎岳山頂からカールを眺望する

なお、今回気になったのは 4 日間とも連日救難ヘリが出動して滑落者など負傷者の救助
にあたっているのを目撃したこと。特に 3 日目の鷲羽岳から三俣山荘への下山では山頂か
ら 10 分ほどのなんでもない緩い下り斜面で先行していた女性の単独行者（２０代後半か
な？）が滑落して右足首を骨折し（他の下山者と手分けして三俣山荘に救助を求めて対応）

救難ヘリに救助されていたのに遭遇したが、それにしても我々がとったルート上での事故

が多いのに驚かされた。

ワリモ岳のイワツメグサ        水晶岳のイブキジャコウソウ

北ノ俣岳山頂からの展望、水晶岳、ワリモ岳、鷲羽岳、笠が岳、三俣蓮華岳、黒部五郎岳



7月中旬に縦走した荒川三山と赤石岳縦走に続いて、今回も全行程天候に恵まれて、安全
登山を遂行出来て印象深い山行になった。夏山最高！

コースタイム

7/30 （月） 晴れ
16：00 浜松発

22:00  城端ＳＡにて仮眠

7/31 （木） 晴れ
5：15  立山ＩＣ
6：00  有峰林道(有料）ゲート開門
6：50  折立駐車場到着
7：30  折立登山口出発
9：00  一等三角点

11：00 五光岩ベンチ

12：00 太郎平小屋

15：00 薬師沢小屋

8/1 （水） 晴れ、午後からガス
6：15 薬師沢小屋出発
8：00 雲の平アラスカ庭園

9：20 同、アルプス庭園
9：40 祖母岳山頂
10：20～11：10 雲の平山荘
12：00 スイス庭園

13：20 祖父岳山頂（2825ｍ）
14：00 岩苔乗越

15：30 水晶小屋

8/2（木） 晴れ
6：00 水晶小屋出発

6：25～7：10 水晶岳山頂（2977ｍ）
7：50 水晶小屋出発
8：30 ワリモ北分岐



9：45～10：15 鷲羽岳山頂（2924ｍ）
10：25～10：45 女性単独行者滑落現場で手助け
11：25～12：00 三俣山荘

13：20～13：40 三俣蓮華岳山頂（2841ｍ）
14：00 黒部乗越

15：10  黒部五郎小舎

8/3(金） ガス、後晴れ
5：20  黒部五郎小舎出発
6：10  黒部五郎岳のカール
7：50～8：20 黒部五郎岳山頂（2844ｍ）
9：40  ２５７８ｍピーク
11：00 赤木岳山頂通過

13：00 北ノ俣岳山頂（2661ｍ）
14：00～14：30 太郎平小屋
15：30 五光岩ベンチ
16：15 一等三角点
17：20 折立登山口に戻る

4日間の全行程の山旅ロガーによる測定情報
累積平面距離：48.2ｋｍ
累積標高（上り）：4181ｍ
累積標高（下り）：4181ｍ

文責：ハンブルクの星


